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ISS コ マン ダー 就任 請 
| 4 度 目 の 宇宙 で | 
いき 和 の リー ダー シッ プ / 


で 


若田 宇宙 飛行 


車 の 自重 運転 か ら 米 作り まで 
「|g の あ る 暮らし を 目指 し て 。 


未知 の 天体 か ら の X 線 を ISS 待 大 
MAXI (| が も た らち 〔 


"頼れ る の 6 
厨 田子 軍 氏 行 


2013 年 11 月 か ら 始ま っ た 若田 光一 宇宙 飛行 

国際 宇宙 ステ ーション 長期 滞在 。 「 き ぼう 」 人 

超 小型 衛星 放出 や 、 難 度 の 高い ロボ ッ ト ア ー ム の 操作 で 

二 度 の 船 外 活動 を 成功 に 導く な ど 、 若 田 宇宙 飛行 士 と 「 き ぼう 」 は 
持て る 力 を 十分 に 発揮 し て ミッ ショ ン を 行っ て いま す 。 

3 月 9 日 に ISS コ マン ダー( 船 長 ) に 就任 し 、 多 忙 な 日 々 を 送る 

若田 宇宙 飛行 士 の これ まで の 活動 を 、 

三宅 正純 有人 宇宙 技術 セン ター 長 に 聞き まし た 。 


聞き 手 : 寺 門 和 夫 (科学 ジャ ー ナ リス ト ) 画像 提供 :JAXA/NASA 


3 ヨコ NASA が 実施 する 目 の 機能 障 
害 を 調べ る 実験 中 


H シロ イヌ ナズナ を 用 い 、 植 物 が 


| 重力 に 耐え る 仕組 み を 解明 する 実 

| 験 に 取り 組む 

| 若田 宇宙 飛行 士 が 操作 する 
SSRMS で ISS に 結合 され た 米国 
の シグ ナス 補給 船 


東京 スカ イツ リー タウ ン に ある プ 


ラ ネ タ リウ ム で 開か れ た 日 本 宇宙 
少年 団 主 催 の 交信 イベ ント に 登場 
? NASA の Sprint 実 験 ( 高 負 
荷 ・ 短 時 間 の 運動 で 筋 姜 縮 や 骨 


量 の 減少 を 最小 限 に 抑 える プロ グ 


ラム を 開発 する た め の 実 験 ) に 参 
加 し 、 改 良 型 エク ササ イズ 装置 で 
運動 


「 き ぼう] 角 内 実験 補 で 、 超 
小型 衛星 放出 の た め の コ マン 
ド を 送信 中 (画像 上 )。 放出 
され た 超 小 型 衛星 (画像 左 ) 


二 症 ビ 1SS の 外部 熱 制御 シス テ 
ム の ポン プ モ ジュ ー ル を 交換 
する た め の 船 外 活動 を 支援 す 
る 若田 宇宙 飛行 士 。 複数 の 
モニ タ を チェ ッ ク し な が ら ISS 
の ロボ ッ ト ア ー ム (SSRMS) 
を 操縦 し 、SSRMS の 先端 に 
マス トラ キオ 宇宙 飛行 士 を 乗 
せ て 作業 場所 まで 運ん だ 


INT は ロロ ロリ ロビ TION 


田 光 一 宇宙 飛行 士 の 国際 宇宙 ステ ーション 

(ISS ) RE 後半 戦 に 入 り ま し た 。 

2013 年 11 月 の 長期 滞在 開始 か ら 多 く の 宇 

宙 実 験 に 取り 組み 、 ロ ボッ ト ア ー ム 操作 で 船 外 

活動 を 支え る な ど 、 充 実 し た 日 々 を 送っ て いま す 。 こ の 3 月 に ! 
日 本 人 初 の ISS の コマ ンダ ー( 船 長 ) に 就任 し まし た 。 現 在 
まで の 活動 に つい て 、 写真 を 交 ぇ て 詳し く ご 紹介 し ます 。 若 
田 宇宙 飛行 士 が ISS に 向かう 2 カ月 前 の 9 月 に イプシロン 
ロケ ッ ト で 打ち 上 げ ら れ た 惑星 分 光 観 測 衛星 「 ひ きき 」 も 、 
軌道 上 で 機能 確認 を 終了 し 、 定 常 観 測 に 和信 り まし た 。 


は 、2013 年 10 月 1 日 に 創立 
JAXA 10 周 年 を 迎え まし た 。 
イプ シロ ン ロ ケ ッ ト の 打ち 上 げ や 小惑星 探 
査 機 「 は や ぶさ 」 に 象徴 され る 世界 初 と な る 試 
み は 国 際 的 に も 評価 され 、 日 本 の 研究 開発 力 
や 国力 の 向上 に 貢献 する と と も に 世界 を 牽引 
し て いま す 。 
この た び 「 新 生 JAXA」 と し て の 経営 理念 を 


と 定め 、 コ ー ポ レー トス ロー ガン に 

「Explore to Realize」 を 掲げ まし た 。 

この 経営 理念 を 実現 する た め の 行動 宣言 と 
し て 我々 JAXA は 
1. を 目標 と し 、 
2. 常 に 高み を 目指 し た 】 を 携え 、 
3. 社 会 の 信頼 と 期待 に 応え る た め 責 
を も っ て 「 実 現す る 」 組織 と し て 新しい 時 代 を 
切り 拓 こ うと 考え ます 。 

特に 新年 度 に は 、 新型 ロ ケッ ト の 開発 や 重要 
な 役割 を 期待 され る 人 工 衛星 の 打ち 上 げ 運 用 
の ミッ ショ ン が 控え て お り ま す の で 、 これ か ら も 
皆さま の ご 支援 、 ご 協力 を お 願い いた し ます 。 


宇宙 航空 研究 開発 機構 
理事 長 奥村 直樹 


山崎 敦 ミ ッ シ ョ ンマ ネー ジャ が 、 | ひさ き 」| が 
挑む 惑星 誕生 の 謎 に つい て 解説 し ま 
す 。 き 6 に 、 準 天頂 衛星 初 号機 | み 
ちび き 」 の 測位 信号 を 利用 し た 車 
の 自動 運転 や 農業 機械 の ロボ ッ 
ト 化 な ど 、 より よい 暮 6 し を 実現 す 
る た め に 
験 に つい て レポ ー ト し ます 。 


進 め ら れ て いる 実証 実 


JAXAS 。 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


ONTENT 戸 


"頼れ る "「 き ぼう 」 と 、 
若田 宇宙 飛行 士 
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有人 宇宙 ミッ ショ ン 本 部 有人 宇宙 技術 セン ター 長 
兼 ISS プ ログ ラム マネ ー ジ ャ 


車 の 自動 運転 か ら 米 作 り まで 


ト 』 Av | コパ 
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18 
大 気 を 見 つめ 、 惑 星 の 
な り た ち に 人 迫る 「 ひ さき 」 


山崎 敦 呈 還 科学 研究 所 「 ひ さき | ミッ ショ ンマ ネー ジャ 


11 ロ | 

ワン ント ン D.C. で 

国際 宇宙 探査 フォ ー ラ ム 開 催 

に キー 
宙 探 人 査 を 進め る 


11=| 
未知 の 天体 か ら の X 線 を ISS で 待ち 受け 中 
MAXI」 が も た ら す サイ エン ス 


河合 誠之 東京 工業 大 学 理工 学研 究 科 基礎 物理 学 専攻 教授 


112! 
レー ザー 光 で 捉え 、 機 体 の 揺れ を 抑え る 


乱気流 事故 防止 機体 技術 」 
町 田 茂 和室 本 部 「SafeAviol プ リプ ロジ ェクト チー ムリ ー ダ 
井 之 口 浜 木 


航空 本 部 運航 シス テム ・ 安 全 技術 研究 グル ルー プ アソ シ エ イ ト フ ェ ロ ー 


金星 再会 合 ま で 700 日 を 切る 
「 あ か つき 」、 、 
再 挑戦 へ の カウ ント ダウ ン 


中 村 正 人 宇宙 科学 研究 所 「 あ か つき 」 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 
石井 信明 皇 宙 科学 研究 所 「 あ か つき 」 プ ロジ ェクト エン ジニ ア 


1 ィ フ | 
宇宙 広報 レポ ー ト 

4 次 元 デ ジタル 地球 儀 

「 ダ ジッ ク ・ ア ー ス 」 を 楽し も う ! 


阪本 成一 宇宙 科学 研究 所 教授 宇宙 科学 広報 ・ 普 及 主幹 


JAXA 最 前 線 


1 還 
NEWS 

雨雲 を 、 味 方 に せよ 。 

GPM 主 衛星 打ち 上 げ 成 功 ! 


表紙 画像 :ISS の キュ ー ポ ラ に て 。 若田 宇宙 飛行 士 の 
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則 2014 年 3 月 9 日 、 第 39 次 長期 滞在 が 開始 され 、 若 田 宇 宙 
飛行 士 が 日 本 人 初 の ISS コ マン ダー に 就任 し た 。 画像 は ISS 
の 指揮 権 を 若田 宇宙 飛行 士 に 移譲 する セレ モニ ー の 様子 
隔 ISS の 観測 窓 「 キ ュー ポラ ] に 飾ら れ た 若田 宇宙 飛行 士 
和音 回 若田 宇宙 飛行 士 が ISS 到 着 後 の 2013 年 11 月 

に 撮影 さて れ た クル ー9 人 の 集合 写真 還 2013 年 11 月 23 
日 に ISS か ら 撮 影 し た アイ ソン 彗星 同 ISS か ら 見 た 関東 地 
方 の まばゆい 夜景 回 2014 年 に 打ち 上 げ 予 定 の 小惑星 探 
査 機 「 は や ぶさ 2」 は 、 有 機 物 や 水 を より 多く 含ん で いる と 考 
えら れる C 型 小惑星 か ら の サン プル リタ ー ン を 目指 す ( 画 像 : 
池下 章 裕 ) 放 宇宙 ステ ーション 補給 機 「 こ う の と り ] は 技術 
実証 機 か ら 4 号 機 ま で ミッ ショ ン を 達成 。 高 い 技術 と 安定 し 

今後 も ISS を 支え て いく 
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プロ ジェ クト で 大 役 を 任 され 日 本 人 と し て 誇り に 思う 。「 和 』 の 心 を 大 切 に し 、 日 本 らし さ 
を も っ て 第 長 業 務 を まっ と うし た い | と 決意 を 述べ た 。 また 、 発 生か ら 3 年 を 迎え る 東 晶 
本 大 岩 災 に も 触れ 、[ISS か ら も 被災 地 の 街 の 明か り が 力強く 輝い て いる の が 見 える 。 
復 答 へ の 支 力 を 感じ 、 強 く 励ま され て いま す ]」 と 語っ た 。 コマ ンダ ー 就 任 を 受け 安倍 音 
三 首相 は 、「 若 田 宇宙 飛行 士 の 卓越 し た 能力 と 周囲 か ら の 厚い 信頼 に 加え 、 我 が 国 の 
ISS 計 画 へ の 貢献 が 高 評 価 され て いる 表れ で も あり 、 詩 り に 思い ます ] と 祝福 し た 
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ジッ ク ・ ア ー ス (http://www.dagik.net/) 
は 、 地球 や 惑星 な どの 地図 情報 を 立体 的 に 表 
示す る た め の シ ステ ム で す 。 学校 や 科学 館 や 
家庭 な ど で 地 球 ・ 惑 星 科 学 に 親しん で いた だ く た め に 開発 さ 
れ ま し た 。 開発 に は 文部 科学 省 の 宇宙 利用 促進 調整 委託 費 
(平成 21 ~ 23 年 度 ) の 支援 を 受け 、 今 回 は さら に 宇宙 科 
学 技術 推進 調整 委託 費 (平成 25 -- 27 年 度 ) に 採択 され 、 
2 年 半 か け て 、(1) 学校 や 科学 館 な ど で 容 易 に 使え る 立体 表 
示 シ ステ ム の 開発 、(2) 宇宙 か ら の 地球 観測 デー タ 、 月 ・ 惑 
星 デ ー タ 、 天 文 デ ー タ な ど を 用 いた 立体 表示 コン テン ツ の 
作成 、 (3) 球形 立体 表示 シス テム と コン テン ツ を 用 いた 宇 
宙 地 球 教育 プロ グラ ム の 開発 、(4) 宇宙 地球 教育 プロ グラ 
ム の 実施 と フィ ー ド バッ ク 、 に 取り 組む こと に な り ま し た 。 京 
都 大 学 、JAXA、 情 報 通信 研究 機構 、 静岡 大 学 の 研究 者 
に よる 共同 研究 で 、 私 が JAXA 側 の 代表 を 務め て いま す 。 


パソ コン 、 プ ロジ ェ ク タ ー、 
球形 スク リー ン で 手軽 に 立体 展示 

ダ ジ ッ ク ・ ア ー ス は 、 正 距 円 筒 図法 (経度 ・ 緯 度 線 が 方 眼 
で 表現 され る 図法 ) の 地図 デー タ を 正 射 図 法 (球体 を 無限 
遠から 見 た 姿 ) に 変換 し て 表示 し ます 。 マウ ス な ど を 用 いて 
見 る 方 向 を 変え た り 、 画面 上 で 球体 を 自転 させ た り 、 複数 の 
画像 を スラ イド ショ ー と し て 連続 的 に 表示 し た り 、 経度 ・ 緯 度 
線 を 重ね 合わ せる こと も 可能 で す 。 これ だ け で も 十分 有意 義 
で す が 、 こ れ を 球形 (半球 ) の スク リー ン に プロ ジェ クタ ー で 
投影 すれ ば 、 球 体 を 立体 的 に 表示 で きま す 。 

ソフ トウ ェ ア と サン プル コン テン ツ は イン ター ネッ ト 経 由 で 
無料 で ダウ ン ロ ー ド で きま す の で 、 あ と は ハー ドウ ェ ア と し て 
パソ コン と 液晶 プロ ジェ クタ ー と 球形 スク リー ン が あれ ば 始め 
られ ます 。 と りあ え ず お 手持 ちの パソ コン に ソフ トウ ェ ア と サ 
ンプ ルコ ン テ ン ツ を ダウ ン ロ ー ド する だ け で も 、 ど ん な 感じ の 
ソフ ト な の か 体験 で きま す 。 

教室 な ど で の 使用 に あたっ て は 、 液 晶 プ ロジ ェ ク タ ー は 遠 
方 に 置く の が よく ( 短 焦点 型 は 球体 に 投影 し た 時 に 影 が 大 き 
め に 出 ます ) 、 輝度 の 高い も の が お 勧め で す 。 球 形 ス クリ ー 
ン と し て は 、 表 面 が 白く 丸い も の な ら ば 半球 で も 球形 で も か 
まい ませ ん 。 入手 し や すい も の と し て は 白い バラ ンス ボー ル 
が あり ます 。 発泡 スチ ロー ル の 半球 を 通信 販売 な ど で 購 入 
し て 表面 を 加工 する の も よい で し ょ う 。 直径 が 60cm 程 度 あ 
れ ば そこ そこ 見 栄え が し ます 。 学校 に は 運動 会 用 に 白 の 大 
玉 も ある か も し れ ま せん 。 い つか 宇宙 科学 研究 所 に ある 風 
洞 有 の タン ク に 投影 る し て みた いと 思っ て いま す 。 機材 の 貸 
し 出し も 行っ て いま す の で 、 興味 が ある 方 は info@dagik. 
org まで お 問い 合わ せく だ さい 。 


地球 科学 や 天文 な ど 
今後 も 増え る 魅力 的 な コン テン ツ 


肝心 の コン テン ツ に 関し て は 、 地 球 科学 関係 の も の は か 
な り 整 備 され て お り 、 さ ま ざ ま な 時 間 ス ケー ル で の 雲 の 動き 
や 、 地表 や 海面 水温 の 変化 、 オ ゾン 、 オー ロラ 、 地球 磁場 
と 磁気 異常 、 岩 源 、 大 陸 移 動 な ど が ウェ ブサ イト か ら ダ ウン 


| 左 : 大 陸 移 動 に 関す る コン テ 
ン ツ を ダ ジ ッ ク * ア ー ス で 表 
示し た 例 

下 : 教 育 現 場 で の 実践 風景 


画像 :GDagik 


画像 :@Dagik 


風雨 に は 細心 の 注意 を 払う 必要 が ある 


ロー ド で きま す 。 

天文 関係 に つい て も 月 や 惑星 の 画像 や 月 の 満ち 欠け の 原 
理 な どの コン テン ツ が あり ます が 、 こ れ を さら に 拡充 する の が 
今回 の 私 た ちの 仕事 の 1 つ で す 。 月 周回 衛星 「 か ぐ や 」 が 計 
測 し た 月 面 の 地形 や 地殻 の 厚 さ 、 重 力 異常 を どの 分 布 に 加 
え 、 さ ま ざ ま な 波長 で の 全 天 観 測 デ ー タ を コン テン ツ に 含め よ 
うと 考え て いま す 。 太陽 観測 衛星 「 ひ の で | や 「 よ うこ う ] の 
X 線 撮像 デー タ な ど 、 太陽 全面 を 捉え た 観測 デー タ に つい て 
は 、 変 換 せ ず に その まま 球体 に 投影 すれ ば よさ そう で す 。 

さら に 、JAXA の 地球 観測 衛星 に つい て も 、 す で に ある 
陸 域 観測 技術 衛星 [だ いち ] に よる 全球 森林 ・ 非 森林 分 類 
図 に 加え て 、 温 室 効果 ガス 観測 技術 衛星 「 い ぶ き 」 に よる 二 
酸化 炭素 や メタ ン の 全球 カラ ム 平 均 濃度 分 布 、 第 一 期 水 
循環 変動 観測 衛星 「 し ずく ] に よる 可 降 水量 や 海面 水温 の 
分 布 な ども 地球 科学 コン テン ツ に 追加 で きそう で す 。 

その 他 に も 、 学校 教育 の 地学 分 野 で 使え そう な テー マ と し 
て 、 プ レー ト 、 火 山 、 造 山 帯 、 海 溝 、 海 流 、 気 流 、 気 団 
な ど に つい て も 整備 し て いき た いと 考え て いま す 。 

と ころ で この ダ ジ ッ ク ・ ア ー ス は 、 世 界 地理 や 世界 史 を は 
じ め 、 グ ロー バル 化す る 現代 社会 を 適切 に 理解 する た め に 
も 有用 な ツー ル だ と 私 は 考え て いま す 。 

例え ば 世界 地理 。 緯度 以外 の 地形 、 海 流 、 気 団 な どの 
気候 因子 や 、 実 際 の 気温 、 降 水量 な どの 分 布 と 気候 区 分 
は も ちろ ん の こと 、 主 要 農 産物 と 農業 形態 、 各 種 資 源 の 産 
出 状 況 、 食 料 ・ 資 源 の 貿易 と 水上 ・ 航 空 交通 、 人 種 ・ 言 語 ・ 
宗教 と 紛争 地域 、 軍 備 ・ 核 配備 の 状況 、 あ る い は 人 口 密 
度 、 人 錠 角 状 況 、 識 字 率 な ど 、 関 連 付け て 理解 する こと が で 
きそう で す 。 

世界 史 に し て も 、 古代 文明 と シル クロ ー ド 、 大 航海 時 代 、 
帝国 主義 支配 、 第 一 次 ・ 第 二 次 世界 大 戦 と 冷戦 構造 な ど 
は 、 全 球 的 に 理解 し た 方 が 分 か りや すい で し ょ う 。 そし て グ 
ロー バル 化 が 進ん だ 現代 の さま ざま な 事象 に つい て も 、 球 
形 の 将棋 盤 を 用 いて 考え る 方 が 分 か りや すそ う で す 。 

オリ ジ ナ ルコ ン テ ン ツ を 利用 者 が 簡単 に 開発 で きる の も こ 
の シス テム の 重要 な 特徴 で す 。 と いう の も 、 用 意 す べき 画 
像 は 、 正 距 円 筒 図法 で 描か れ た 地図 (画素 数 と し て は 2048 
X1024 や 1024X512 な ど を 推奨 ) と 、 地図 の 解説 や クレ ジ 
ッ ト に 関す る 画像 (必要 に 応じ て ) だ け 。 ベー ス 用 の 白地 図 も 
用 意 さ れ て いま すか ら 、 オ リ ジ ナ ル の コン テン ツ を 手 作 業 で 
作る こと も で きま す 。 こ の よう に 、 時 間 に 追 われ る 教育 現場 
の 先生 方 を 含め 、 多 く の 方 に 気軽 に 使い こなし て いた だ ける 
シス テム を 目指 し て いま す の で ご 期待 くだ さい 。 

最後 に 、 余 談 に な り ま す が 、 今 回 の 共同 研究 で は うれ し 
いこ と も あり まし た 。 静岡 大 学 側 の 共同 参画 者 は 熊野 善 介 
教授 。 私 が 中 学 3 年 生 の 時 に 母校 に 講師 に 来 られ 、 私 を 天 
文 の 道 に 導い た 恩師 な の で す 。 人 の 縁 っ て 面白 いで すね 。 


屋外 で の デモ の 様子 。 この くら い の サ イズ に な る と 撤収 に も 時 間 が か か る た め 、 
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SAKAMOTO Seiichi 
宇宙 科学 研究 所 教授 宇宙 科学 広 
報 ・ 普 及 主 埋 。 専門 は 電波 天文 学 、 
星 間 物理 学 。 宇 宙 科学 を 中 心 と し た 
広報 普及 活動 を は じ め 、 ロケ ッ ト 射 
場 周辺 漁民 と の 対話 や 国際 協力 な 
ど 「 た い が い の こと 」 に 挑戦 中 。 画像 
は 幹事 を 務め た 母校 の 同期 会 で 、 恩 
師 の 熊野 先生 (右上 ) と と も に 


い 815 と で の て に の 失 浮 て ン 加 入 予 軌 達 打  !」 テ し S 観 と 入 に ン 学 来 < 
だ 周年 見 行 軌 重 は 次 で か 皿 ジ 圧 そ を 定 道 届 ちゅ ぁゃ シス て A 測 支 に 訪 博 部 の 忌 時 
た す に ら マ 道 量 不 論 依 び 急 シン す の 果 よ 投 史上 か ば ひい の デ 援 再 ね 土門 友 星 を 
ん る 引 れ 人 調 を 要 制 上 停 の る 後 た り 入 や げ う は ほ の ま 科 | を 挑 > を の 人 年 刻 
追 箇 き て 見 整 減 に 御 人 る が 止ん スバ の せ 短 の じ か ぎ 悪 中 す 学 タン 戦う フワ フチ で 1 ロ ん 
府 に 寄 い 事 を ら な 用 あっ し ルル 原 な 時 た 月 ら ご る 材 ご 者 の と す 0 シ 1 ぁ 月 で 舎 理 年 
し つ コ せ た 成 次 し つ ス は た た が ブ 因 か 問 め / 半 は 上 止 へ こと 解 お る 1 ン フ リ に い 機 会 3 
と あ た 舎 功 答 近 な 2 礁 メ と 族 旬 分 ア ど で の 日 年 2 うみ の 白村 つ 5 ト で NG る 当 全 
し か 全 和 を 当 制 日 花 タ カイ 5 損 太 * 停 と 諸島 1 口 か 同 聞 し 回 本 の る 8 5 か に 人道 
あき 星 の 食 細 伺 剤 の 弘 イ シン 姿 合 で 革 ジ 疹 て 0 シマ 研 し て 同月 N ジ AT つう 貼る 
だこ が 再 ぼ 角 製 を み 元 ン ナ 替 に 推 に トン し 金 年 みき 欠 て き 様 に き 8 ム の A きけ ば 金 
金太 会 うう の 投 11 分 ジリ が を 進 還 噴 た 量 5 ト プ を も を の 軌 入 グ 感 | は 金星 
章 滞 陽 合 と ス た 到 年 の ン オ 乱 ル 剤 道 射 周 に 月 マロ 予 N た 協 道 本 り 星 = 力 星 と 
に 月 を を 先 タ めし 秋 1 吾 が れ エ を 投 が 回 到 の ネジ 定 A < 力投 部 | 科 以 。 強 探 の 


腕 
店 
則 
敢 


_ あか つき 、 
再 挑戦 へ の カウ ント ダウ ン 


北 赤道 面 近く の 軌道 
南 


金星 周回 軌道 に 再 投入 後 の 観測 軌道 
に つい て 2 つの 軌道 を 検討 し て きた が 、 
観測 成果 が より 出せ る 赤道 面 に 近い 軌 
道 へ の 投入 を 目指 すこ と に な っ た 。 金星 
の 雲 は わずか 4 日 、 金 星 本 体 の 約 60 倍 
と いう 高速 で 回 転 (スー パー ロー テー シ 
ョ ン ) し て いる 。 こう し た 気象 現象 を は じ め 
と する 金星 大 気 の ダ イナ ミク ス を 把握 す 
る た め に は 、 よ り 赤 道 面 に 近い 軌道 か ら 
観測 する こと が 望ま し い 。 太陽 の 重力 に 
よる 影響 (摂動 ) も 考慮 、 利 用 し な が ら 、 


軌道 の 検討 が 重ね られ て いる 極 軌道 近く の 軌道 
ン ト いい の ら 劣 入 に ね 出 握 熱 で 最 る 査 ま 続 いて た が 定 回 の 覚 2 配 器 入 15 再 
と メラ う 周 検 な 化 ら ま 呈 る 過 に の 使 新 ソ を すけ 記 ま く 異 評 以 目 熱 情 倍 し が 熱 記 年 び 
レン 人 方 回 待 い を り が 去勢 加 つ 設 | 想 記 人 ぶ 染 す れ 常 上 ゥ > を し の て い に 昌 1 接 
てく バ パイ 向 軌 を と 旧 っ 観 は 1。 の め 償 て 備 ラ 定 ま 避 大志 る は 5 に 和合 受 て 穀 い つき 計 月 近 
い | は 性 道重 い 多 の 測 台 検 て 試 る が | し 軸 康 迷 中 の な て 回 合 い を まま ら 条 と 
ろ も 新 が に ね 2 な 蛋 に マイ だ 討 せ 験 急 ぁ シ 10 付 状況 入 で い 4 古 目 る た 受 す で さ 件 し そ ゃ 
ん 編入 見 。 記 局 が 択 適 湯 財 で ま を 序 り < 倍 志 態 玉 6 は で 5 昇 の 店 が け ぶ 正 れ を た し 
な 灯 全 え 5 観 面 ら レグ 回 は す 続 制 ま ミ 3 の 研 を 用 うな ら 計 し 接 臣 さる 半 常 さ 超 わ て 
ジ る と ま ド KC あま 湯 を 合 イ 了 本 84 が 1 倫 衣 に 間 人 か すま を を せま か る は 普 衣 た は 
シ 中 た だ 軌 負う つば よぶ 過 っ 道 角 井 少 も が ルト 陽 に に 4 トト と ま 経 を は で ろう へ は 月 の る た 
ョ 堅 プ た 壮 唱 だ な 捨 回 み に 測 信 化 や コタ 光 は 監 回 X 旨 持て も 注 近 き そ 地 能 上 太 「 出 
ン や ロ 約 尿 け 載 軌 字 投 に l 具 太 あ | を < ペ 視 ペイ 期 ち ゃ み 温 攻 ざ さこ 球 す ヾ 陽 合 
リネン 人 2 は 計 た 6 人 私 衣 攻 る % う に 目 信 て ト 3 し た し が くま きま 香 あお だ 2 2 
し ー ( 、# ポ J 授 ヽ 年 ヤ S 3 で た ) 
ロラ う ク と な 道 な の 投 年 人 は 少 把 入 き うす 探 い で て え た 想 1 倍 は の 心機 の が 
ウ れ 行 串 ス ア 支 の * し て を 日 結合 ジ 
中 村 正 人 ン 欠 介 敵 タン 手 D 周 な も 人 本 集 ま エ 
ぐ NAKAMURA Masato は いれ す 4 テ も 5S 回 くけ それ は で ク 
ヽ へ ヽ 計 店 、 の さき ト 
還 還 334 も 46 上 61 は 4 くま 0 は 
是 太陽 系 科学 研究 系 教授 あ も の 緊 と 公告 人 深 授 和 そ な や ま 惑 @0O 活 
ーー ぶ [めっき 」 フ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ て 誠二 る リ り せ 導き りら 還 
向 全 人 侍 ひ 時 申 の 遂 ん 周 を : 
プロ ジェ クト チー ム に は 、 年 始 、 バ レン タイ る け 止 発 に 姿 問 ネ 当 せ ば 満 回 和 を 切 て 
ン 、 端 午 の 節句 、 誕 生日 (5/21)、 セ タ 、 還 石井 信明 た は 勝 別 5 体 * 昌 ん 誠 和 軌 り の 
ハロ ウィ ン 、 ク リス マス な ど 、1 年 を 通し て た | 識 | ISHII Nobuaki お 度 具 分 御 制 ワ N 中 測 創 則 96 1 人 へ 
くさ ん の カー ド や メッ セー ジ と と も に 、 チ ョ コ . 宇宙 科学 研究 所 ン と 運 間 用 人 金 | A 村 を 聞 探 いむ ム 章 
レー ト や 手作り フィギュア な ど が 寄せ られ 、 ' 宇宙 飛 著 工 学研 究 系 教授 ト 許 用 連 ス 星 つ 5S る 開 た 介 3 を 再 
メン バー の 大 き な 励み に な っ て いる ゴリ ルー あか つき 」 プ ロジ ェクト エン ジニ ア ダ さ が 続 ラ に の A ジ 始 う 機 % 再 会 


取材 : 豆 多 充 成 (科学 技術 ライ ター) (※) 地 球 磁気 圏 観測 の 日 米 共同 ミッ ショ ン 。 日 本 が 観測 衛星 を 製作 し NASA が 1992 年 に 打ち 上 げ 
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圭 雲 を 、 味 方 に せよ 。 
GPM 主 衛星 打ち 上 げ 成 功 ! 


( 2 月 28 日 3 時 37 分 、 種 子 島 宇 宙 セ ンタ ー か ら GPM 
主 衛星 が 打ち 上 げ ら れ ま し た 。 全 球 降 水 観測 
(GPM) 計画 は 、JAXA と NASA が 中 心 と な り 、 世 界 中 
に 降る 雨 を 宇宙 か ら 見 極め る ミッ ショ ン で 、GPM 主 衛星 
に は JAXA が 開発 し た 最 先 端 の 二 周波 降水 レー ダ 
(DPR) が 搭載 され て いま す 。DPR は 、 従 来 の 衛星 で は 
観測 で き な か っ た 霧雨 か ら 豪 雨 ま で を 観測 する と と も に 、 
まる で 雨雲 を スキ ャ ン す る よう に 、 雲 の 中 に ある 雨 滴 や 


雪 ・ 氷 粒子 の 大 き さ な ど 
の 詳細 情報 を 得る こと 


1 
が で きま す 。 今後 、GPM ト ョ 当 
主 衛星 と 複数 の 副 衛星 
群 に より 3 時 間 以 内 で 
地球 全体 の 降雨 観測 を 
目指 し 、 災 害 予 測 や 軽 
減 に よっ て 私 た ちの 暮 
M らし を 守る こと に 貢献 し 
和 て いき ます 。「JAXA's」 
M 50 号 、54 合 で ミッ ン ヨ ン 竹島 宇宙 セン ター の 衛星 組 
二 に つい て 詳し く ご 紹介 し 立 棟 で 公開 され た GPM 主 衛 
NY て いま す の で あわ せ て 入れ ル を 広げる と 手 
ご 覧 くだ さい 。 約 13m に も 及ぶ 


雷雨 を 晴天 に 変え た の は 、 
ケネディ 米 大 使 か 

は た また [| 雨雲 を 、 味 方 に し た 」 
GPM/DPR か 


準 天頂 衛星 初 号 機 「 み ちび き 」 
を 搭載 し た H-ITA ロ ケッ ト 以 
来 、 私 に と っ て 現場 で の 打ち 
上 げ 対 応 は 4 年 ぶり で し た 。 
前 回 は 「 発 射 管 制 棟 」 の 中 だ っ た の で 映像 は 
スク リー ン 越 し 。 打ち 上 げ 前 に 雨 に 見 舞 わ れ 
まし た が 、 その 後 き れい に 晴れ て 、 自分 の 目 
で “満天 の 星空 の 中 に いつ まで も 残る 美しい 
ロケ ッ ト エ ンジ ン の 炎 を 見 る ” と いう 長年 の 
夢 が か な いま し た 。 (広報 部 長 寺田 弘 慈 ) 


1 
視察 に 訪れ た ケネディ 米 大 使 ( 左 ) と 
奥村 理事 長 ( 右 ) 
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